
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

マメナシ自生地について、利

用のあり方、保全体制のあり

方に対して委員のみなさんが

持つイメージの話し合いを

し、課題が分かりました。 

第２回ふりかえり

開 会
(仮称)太良上池・下池公園の基本計

画策定検討委員会 第３回が行われま

した。 

この計画は、小牧市東部丘陵地に位

置する三つの農業用ため池と、農地、

県の天然記念物であるマメナシ自生

地を含む、自然豊かな地域を対象とし

て、風致公園基本構想（平成 21 年

度）、風致公園自然環境調査（平成 22

年度）を踏まえ、予定地の今後の保全

方法や管理方法について検討して、ま

とめていくものです。 

第３回目の検討委員会は前回のふ

りかえりと、湿地保全の事例について

学んだ後、マメナシ自生地の利用イメ

ージと保全体制のイメージについて

意見を交わしました。 

検討会の開会にあたり、小牧

市みどり公園課より開会の

挨拶がありました。 

事務局から、第２回検討委員会の結果説明があり、記録や意見

の内容を再確認しました。 

委員長あいさつ
委員長である名古屋造形大

学の岡田教授より、あいさつ

がありました。 

開催日： 2016 年 1 月 27 日 19：00～ 

出席者： 計 24 名（参加者 13 名・事務局 10 名・傍聴人 1 名） 

■ 今回の内容 

１．開会 

２．委員長あいさつ 

３．第２回ふりかえり 

 ① 本日の予定 

 ② 第２回の記録、意見傾向のまとめ 

４．報告事項 

 ① 検討委員会の期間、回数の見直し

について 

 ② 農地所有者へのアンケートにつ

いて 

 ③ 湿地保全事例 

 ④ マメナシを取巻く現状について 

５．意見交換「方向性の検討」 

① マメナシ自生地について 

６．今日のまとめ 

７．次回の日程について 

８．閉会 

報告事項

基本計画の策定に十分な議論を尽くすため、 

① 検討委員会の期間・回数を拡充する (4 回 ⇒ 6 回)

② 今後の営農意志を確認するためアンケートを実施する

ことの報告がありました。

また、③ 湿地保全の事例説明 

④ マメナシを取巻く現状について今枝委員からの説明

があり、他地域での取組み方やマメナシの特性などを学びました。

小牧市みどり公園課

 水野課長

岡田委員長

今日のまとめ

次回の日程について 

閉会

永井区長 

本日も貴重な意見を

よろしくお願いしま

す。 

岡田委員長

委員長コメント

小牧ヶ区長あいさつ 

少し時間が空きました

が、改めてよろしくお

願いします。 

意見交換「方向性の検討」

第３回検討会の様子 

次回の検討委員会は 5 月ごろに開催の予定です。 

事例を知ることができまし

た。マメナシについての理解

も深まり、大変有意義な会と

なりました。 

今日は寒い中お疲れ

様でした。色々なご意

見ありがとうござい

ました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

作成・発行 

小牧市みどり公園課 

株式会社オオバ名古屋支店 まちづくり部 

お問い合わせ

小牧市みどり公園課

TEL 0568-76-1192

マメナシ自生地保全の体制イメージについての意見 

【管理・保全】 

・環境保全 

・周辺環境の整備 

自然環境の維持 

「自然観察」利用のあり方 

マメナシ自生地の利用イメージについての意見

【活動支援】 

・予算 

・補助金 

・活動、地域グループ

の支援 

【水環境の管理】 

・工業団地・・・水源

対策、浸み込む舗装

等 

・道路からの排水対策 

【情報発信】 

・情報発信(ＰＲ) 

・広報 

・小牧ウォーカーに自生

地のことが載った 

【課題の共有化】 

・課題検討・対策 

【データ管理】 

・正確な記録を残す 

【活動のコントロール】 

・年間計画 

・方針 

・まとめ 

【交流の場の提供】 

・他市町との交流 

・話し合える会議の場 

【教育の場としての 

活用】 

・学校での教育 

・研究者、愛好者、子供

たちの視点の違いを

コントロールできる

体制づくり 

・学校で子供たちに教え

る 

 

  

【見学会の開催】 

・観察会 

・見学会の開催、推進 

【交流と連携】 

・個人参加 

・他のマメナシ活動団

体との交流 

【マナーの周知】 

・勉強、マナー 

【維持・保全活動】 

・専門家からの指導

を受けて草刈り

等、保全のための

ボランティア活動 

・自生環境保全 

・マメナシの保護 

・新しい芽の発見、

保護 

・整備施設の管理 

・邪魔になる植物の

除去 

・湿地の保全 

・水環境の保全 

【育成指導】 

・指導（マメナシ育

成方法について）

【マメナシ情報の

周知】 

・将来に伝えていく

・保全していく 

・情報提供 

・マメナシのことを

市民に伝える 

【活動体制づくり】

・マメナシ保全グル

ープとの協働 

・地域で取り組む 

・｢保存会｣の設立 

【維持・保全活動】 

・草刈り 

・ゴミ 

・清掃 

・環境の整備 

・モニタリング(見

守る) 

・ヤマイモ掘りによ

る実生芽の踏圧

を防止(禁止サイ

ンの設置) 

【マメナシの理解】

・マメナシの生態を

理解していく 

【地域の活性化】 

・みやげ物(食) 

【案内役】 

・案内(ガイド) 

【情報の提供】 

・看板 

・マメナシ自生地の重要

性を伝える看板 

・的確な情報提供 

【車の立入り制限】 

・車は遠くに 

【観察のあり方】 

・四季を通じた観察 

・自然全体を観察できる計画とする 

（植物、昆虫、小動物、水鳥など） 

・施設の整備や人の立入り方は２通りに分け

て観察する必要がある 

①この地域（池周辺）の自然観察 

②マメナシ自生地の自然観察 

「散策」利用のあり方 

【散策路の整備】 

・なるべく近くを歩きた

い  ←デッキ 

・開花・結実期間は近く

で観察する(各 2 週間) 

・適切な近寄り方 

（自然を破壊しないた

めの工夫が必要） 

・マメナシをきちんと見

たい 

【現道の利用】 

・今の道 

【サインの設置】 

・東屋、トイレ、案内板

等、花の時期に休む場

所を、自生地から少し

離れて設置する 

・花は地味 

・将来に伝えていく 

【注意喚起】 

・自生地内へのゴミの投

込み防止対策 

・ラジコン遊びを制限す

る 

連携した取組みが大切 

・マメナシをはじめとする対象地の自然に触れ

て学ぶことのできる場所を望む意見が、多く

出ました。 

・日常の散策利用に応えるため散策路を望む意

見が出ました。利用者のマナーも課題です。

・先進事例の多くで、行政、地域、マメナシ保全グループ
の 3 者が連携して取組まれていることが分かりました。

【自生地の枯れ木対策】 

・入口付近は新しい芽が出ているが奥は出て

いない 

・太良上池の水位が高いためマメナシが枯れ

かかっているので、渇水期については太良

上池の水位を下げてみてはどうか 

【自生地の立入り制限】 

・マメナシ自生地内で「ゴマ

ダラチョウ」の越冬幼虫が

生息している 

 自然保護の観点から、常時

立入りには反対 

【人の立入り制限】 

・柵を設ける 

・現在の番線柵では立ち

入られる（あまり高く

なくても、H1.2ｍく

らいのフェンスで良

い） 

【保全、管理のあり方】 

・つるが伸びている 

・最低でも現状を維持 

・外来種対策 

・観察できるよう手入れ 

【観察ポイントの整備】 

・いつでも見られる散策

路 

・木道 

・踏まない対策 

・観察場所を設ける 

【観察会の開催】 

・観察会  

(春の花・秋の果実)

・定期的な観察会、

イベント 

第３回検討委員会で委員のみなさんから出された意見 ※委員のみなさんの発表をファシリテーターが
まとめたものです。 


